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   Significant increase in leucocytes in shorter period than control group by administra-
tion of the essential amino acid derivative, Moriamin-S, to the experimental animals 
with severe leucopenia due to administration of anti-cancer substance and significant 
increase in leucocytes in relatively shorter period by administration of the drug to clinical 
patients with severe leucopenia due to deep X-Ray therapy and Cobalt therapy have been 
previously reported from our clinic. 
   This report consists of protective mechanism of Moriamin-S against deep X-Ray 
therapy on 12 rabbits divided into 5 groups. The results obtained are shown in the table 
below. 
   1 Group M.S.* 2cc i.v. injection before radiation  60y  x  20  =1,200y  8,500-.7,100 
  2 Group control  60-y  x  20  =1,200-y  9,000  4  ,400 
   3 Group M.S.  lcc i.v. iniection before radiation  60y  x  20  =1,200y  8,700—>6,400 
   4 Group M.S.  lcc i.v. injection daily for 10 days, total 20cc  60y  x20=1,200y  8,700—,5,200 
   5 Group M.S. 2cc i.v. injection daily for 20 days, total 40cc  60-y  x20=1,200y  8,900-.4,900 
    *  M.S.•••Moriamin-S 
   Those groups which are treated with Moriamin-S proved significant protective 
mechanism against X-Ray radiation.
緒 言
谷分野に於ける悪性腫瘍の本態,更 にその治























影響を特に末梢白血球減少に焦点 を お き,著



























のNo.1.3。4.8と4/12,減少 せ る ものNo.6 .7.
10.12と4/12,と変 化 あ る も の も表1こみ る様 に極 く
僅 少 であ つ た.
実 験 動 物 群 別
表2に 示 す 如 くControlを 含 め て5群 に 分 類 し
た 。即 ち1群(No.1.2.3.)は3羽1群 と して,X線
照 射 直前 に強 力 モ リア ミys2.Occを静 注 した.2群
(No.4.5.6.)は3羽1群とし て全 く未 処畳 で 同 条 件
同期 聞 のX線 照 射 を 行 っ た.3群(No.7.8.)は2
羽1群 として,毎 照 射 直 前 強 力 モ リア ミyS1.Occ
を静 注 した.4群(No.9.10.)は 同 じ く2羽1群 と
し て,連 日強 力 モ リア ミソS2,0ccを10日聞 計20cc
静 注 施 行 慶,同 条 件,同 期 間 のX線 照射 を 行 っ た.5
群(No.11.12.)は同 じ く2羽1群 とし て,連 日強 力'
モ リア ミソS2.Occを20日間 計40cc静 注後,同 条 ・
件,同 期 間 の照 射 を行 つた.即 ち2群 は 対 照 群 で あ り
1.3.群は強 力 モ リア ミソS併 用照 射 群,4.5.群は強 力'
モ リア ミンS前 処置 群 で あ る.
使 用 薬 剤
強力モ リアミソSを使用した.本 剤は8種 の必須ア
ミノ酸 と2種の半必須アミノ酸 と可欠アミノ酸グ リシ
ソの配合 よりな り,栄養剤,輸液,補液としての価値ば
衆知の薬剤である。詳細は第1報 を御参考願いたい.












実 験 成 績
1群:家 兎No.1.2.3の3羽 を1群 とす る.此 の ・
群 は表2に 示 す 如 く,X線 照 射 直 前 に強 力 モ リア ミン
Sを2.Occ静 注 し て照 射 を 行 つた群 で あ る.即 ち ・
No.1は 実 験 開 始 前 の平 均 白血 球 数7,800で20回 照 一
射,実 験 終 了後 の 白血 球 数 は5,500,同 じ くNo.2=
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nyま8,400から7,2bOに～No.3は9,400か ら8,500,
3羽 の平 均 白血球 減 少 状態 は1群 に 於 い て8,500,3
羽 の平 均 白血 球 減 少状 態 は1群 に於 い て8,500より711
eoと比 較的 僅 少 の 白血球 減 少状 態 に止 つ た(表4,5グ
ラフ1,6参照)
2群:家 兎No.4.5.6.3羽で構 成す る.此 の 群 は
表2の 如 く全 く無 処 置 で 放射 線 爆 露 を 行 った もの で 各
群 に対 す る対 照 であ る.即 ち表4に 示 す如 くNo,4は
9,200より4,600に,No.5は9,500より4,300に,
No.6は11,000よ り4,200と当然 の事 なが ら何 れ も
・4,000代の強 い 白血 球 減 少症 を認 め た .二 群 に於 け る
3羽 の平 均 白血 球 減 少状 態 は 表5に 示 す如 く9,9COよ
Eり4,400と照 射終 了後 著 明 な 白血 球 減 少 を認 め た.
(表4,5グ ラ フ2,6参照)
3群=家 兎No.7.8.2羽 で構 成 す る.此 の群 は 表
・2に示 す 如 く,毎 照射 前 強 力 モ リア ミソS1.Occ(一
群 の半 量)を 静 注 して同 条件 照 射 を 行 っ た.即 ち 表
4に 示 す 如 くNo.7は9,400よ り6,600に,No.8
・は8,000より6,200の白血球 減 少を 示 した.三 群 に於 け
る平 均 白血球 数 の 変 動 は 表5に 示 す如 く8,700より
6,400程度 の白血 球 減 少 に止 つ た,(表4.5.グ ラ
フ3.6.参 照)
4群:家 兎No.9.10の2羽 で構 成す る.表2た 示
寸 如 く連 日2.Occの 強 力 モ リア ミソSを10日 聞連 続
静 注 計20ccの 前 処 置 を行 つ て放 射線 照 射 を 行 つ た.
表4に 示 す 如 く注射 前 の 白血 球数 はNo.9は8,000,
-No.10は7,600であっ たの が強 力 モ リア ミyS前 処 置
絡 了後 は そ れぞ れ9,000,8,400と梢 々 白血球 上昇 を 認
めた.其 の後 同一 条件 で20回の照 射を 行 つ た.そ の結
果No.「9は9,000より4,500iこ,No.101よS,400より
s5,800にそ れ ぞれ 可 成 り著 明 な白血 球 減 少 を認 めた .
平 均 減 少値8,700より,5,200.(表4.5.グラ フ4.
・6.参照)
'
5群:家 兎No.11,12の2羽 で構 成 し,表2に 示
す 如 く,四 群 に 準 じ て,た だ 注射 期 聞 を20日間に延 長
し,強 力 モ リア ミソS計40ccの 前 処 置 を行 つて,同
一 条件 の照射 を 行 つた .即 ち注射 終 了後No.11は
・9,000より9,200に,No.12は8,900より8,600に.それ
ぞ れ変 動 値 を 示 し,こ の後 に照 射 を 行 った そ の結 果表
4に 示 す 様 にNo.11は9,200より5,200に,No.12
f'は8,600より4,500にそれ ぞ れ減 少 した .平 均 変 動 値 は
表5に 示 す様 に8,9COより4,900に著 明 な減 少 を 示 した





































須ア ミノ酸製剤強力モ リア ミンSを投与 して対




























































血球に対する強力 モ リア ミンSの 効果を 述べ
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(表2)実 験 動 物(表3)X線 照 射







毎 照射 前 強 力 モ リァ ミンS2.O
cc静注
対照にして全く無処置にて照射
毎 照 射 前 強 力 モ リア ミソS1.O
cc静 注
・群1一 催 踊 ㏄1・日間計 ・0㏄静
・gei…11・ ・2 連 日2.Occ20日間 計40cc静
注 後 照 射
二 次 電 圧一140KVP




分 時 照 射 量一14.5γ
照 射 時 聞一 一4分間
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